


※委員からの主な意見 

○桑名市のスマートタウンの整備や熊野市の

マイクロ水力発電の実証などいくつかがプ

ロジェクト化されてきている。平成２６年

度に向けてさらに取り組みを推進してほし

い。 

○サイエンスやテクノロジーの力を借りなが

ら、心のエコロジーと呼ばれる時代に向け

て、日本人の心のよりどころとなる伊勢神

宮を有する三重県ならではの、ハードが中

心ではなく、人の創造力や五感を大事にし

た人が中心となるスマートライフの構想を

すすめていってほしい。 

○防災施設・避難施設における再エネ・蓄エ

ネの整備を契機として産業振興につなげて

いくといいのではないか。 

○（桑名プロジェクト検討会について）電気

自動車のカーシェア事業は厳しい市場環境

にあり、事業とするならばシミュレーショ

ンを行うなど留意が必要である。 

○（熊野プロジェクト検討会について）電気

自動車の充電インフラについては、来年度

も経済産業省は力を入れており、普通充電

器も含めて検討するといいのではないか。 

○（スマートアイランドプロジェクト検討会

について）離島モデルでの成功事例は宮古

島である。その特徴は小学生を参加させる

など地域住民を巻き込んだ取り組みであり、

マスメディアでも取り上げられている。 

○（スマートアイランドプロジェクト検討会

について）観光シーズンは地域ごとに異な

るため、電動モビリティを地域でシェアし

て回すことを検討してもいいのではないか。 

○ＩＣＴを活用した取組では、非ネットユー

ザーが多い高齢者のニーズをうまく把握す

ることが重要である。 

 

 

                         次回の開催予定予定                            

 次回の推進会議については、平成 26 年度

上半期に行う予定です。 


